
帯広市地域公共交通活性化協議会

○地域公共交通の課題
・住民ニーズや環境の変化に対応したバス路線の再編
・待合施設や情報提供等、利用環境の向上による利用促進
・学生や高齢者の交通手段としてはもとより、観光客等の来訪者にも
利用しやすい公共交通環境の整備

○計画推進事業の主な内容
・分かりやすいバスマップの作成
・バス利用促進小冊子の作成

○地域公共交通の現況
・ＪＲ 根室本線（帯広駅、柏林台駅、西帯広駅）
・路線バス 十勝バス（株）、北海道拓殖バス（株） 市内41系統
・農村部デマンド交通 大正交通（有）、毎日交通（株） 市内4系統

・帯広市は、人口の９割が居住する市街地と、広大な面積を誇る散居型の農村部で構成されており、市街地はバス事業者２社により路線バス、農村
部は市の委託によりデマンド交通が運行している。

・市内の路線バス利用者は、自家用車の普及等により減少が続いており、近年少しずつ増加してきているものの、不採算路線は依然多い状況にあり、
バス事業者の経営は厳しい状況が続いている。

・少子高齢化の進行や温暖化等の環境問題等により、公共交通が果たす役割は大きくなっており、利用者のニーズを把握した適切な交通ネットワー
クの再構築や利用環境の向上による利用促進を図ることで、誰もが利用しやすく持続可能な公共交通を実現することが喫緊の課題となっている。

概 要

平成２０年２月２５日設置

地図

○地域公共交通活性化協議会開催状況
・6月5日 第１回協議会を開催
・主な協議事項：地域公共交通網形成計画に基づく事業の実施状況、
H30事業計画及び予算案について

・1月11日 第２回協議会（書面会議）を開催
・主な協議事項：地域公共交通確保維持改善事業の事業評価について

帯広市



帯広市地域公共交通活性化協議会 計画推進事業の取組状況

・作成したマップ及び小冊子を活用した市民へのバス情報の提供や学生・転入者等へのMMを継続して実施し、
さらなるバス利用の促進を図る。

●計画推進事業の今後の改善点

【分かりやすいバスマップの作成】
・市内の路線バスに関する情報を集約した「おびひろバスマップ」について、平成30年
11月に実施された路線見直しを反映させたほか、より親しみやすいデザインに一新し
た内容のバスマップを作成。
・作成したバスマップは、帯広市発行の広報紙への折込みにより市内各世帯に配布し
たほか、バス待合所や市内公共施設などへの設置、帯広市ホームページへのマップ
データ掲載を実施。
・このほか、中高生及び転入者を対象として、バス利用促進小冊子とともに配布。

【バス利用促進小冊子の作成】
・中高生及び転入者を対象とした、バスの便利な利用方法やバス利用のメリット等を掲
載した小冊子を作成し配布。

●計画推進事業の結果概要

計画のとおり事業は適切に
実施された。

●計画推進事業実施の適切性

・バスマップ及びバス利用小冊子については、今後とも利用者や配布先の声を反映させ、利用者目線に立ったわ
かりやすい情報提供となっているかなどの継続した評価・検証が必要である
・バスマップ及びバス小冊子の作成・配布に際しては、その内容について協議会で議論することが望ましい。
・今後も必要に応じて内容や情報等を見直すことともに引き続きバスマップ及びバス利用小冊子を活用したMM
を継続して実施することにより、バス利用者の増加につながることを期待する。

●地方運輸局における二次評価結果


